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 本日、日本ＮＧＯ連携無償資金協力案件である、難民を助ける会の

「カンダール州における、障がい児のためのインクルーシブ教育推進

事業」及びＪＨＰ学校をつくる会の「学校環境改善のための校舎・衛

生施設建設及び衛生教育支援事業」の贈与契約署名式典を開催するこ

とができ大変喜ばしく思います。 

 

 難民を助ける会は、過去２０年以上にわたりカンボジアにおいて職

業訓練や車椅子の製造・配布など様々な障がい者支援活動を展開され

てきました。２０１３年からは学校のバリアフリー環境整備などイン

クルーシブ教育支援を中心に活動されています。 

 

  カンボジア教育・青少年・スポーツ省は、「Education For All

万人のための教育」の目標に沿った教育戦略計画において教員訓練を

含む全就学レベルにおけるインクルーシブ教育の推進を課題に掲げて

おり、特に障がい児の就学機会の提供は大きな課題となっています。



 
 

難民を助ける会が実施する事業では、学校内のバリアフリー整備を行

い、約３，８００人を対象に教員訓練や啓発活動を実施する予定で、

カンダール州クサイカンダール郡の４小学校における障がい者の教育

環境を改善し、障がい児童の就学率の向上に大きく貢献するものと期

待しております。 

 

 また、ＪＨＰ学校をつくる会においてもカンボジアで２０年以上の

活動実績があり、同国において建設した学校は３００棟以上にのぼり

ます。また、近年では音楽教育や美術教育、環境教育の推進事業も展

開されています。 

 

本事業を行うプレイベーン州コンポントラバエク郡の３小中学校で

は、教育施設や衛生設備などが不足し、適切な学習環境が保たれてい

ない状態です。本事業ではそれぞれの学校に校舎を建設する共に、約

１，３００人の児童・生徒・教員を対象に衛生ワークショップを実施

し、快適で安全な学習環境を整備し、就学率の向上が実現することを

期待しております。 

 

 最後になりますが、日本ＮＧＯ連携無償資金協力は日本のＮＧＯが

実施する草の根レベルに直接裨益する経済・社会開発事業に対して供

与されるものです。本日署名した事業が対象地の人々に直接裨益し、

また、行政関係者によるサポートの下、事業終了後もそれぞれの活動

がより広く住民の方々に普及することを希望します。 

 

ありがとうございました。 


